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明けましておめでとうございます。会員の皆様にお

かれましては佳き新年をお迎えになられたことと心よ

りお喜び申し上げます。

本年より 3 年間、松原　修前会長を引き継いで大役

を仰せつかることになり、責任の重大さに身の引き締

まる思いであります。どうぞ宜しくお願いいたします。

IAP 日本支部は一昨年、2011 年に設立 50 周年を盛

大に祝うことができました。これまでの歩みを振り

返った昨年末発行の 50 周年記念誌は、皆様楽しんで

いただけましたでしょうか。同誌に詳細が記されていますが、IAP 日本支部の始まり

は、1958 年に当時の IAP 会長、Binford 先生が来日され、日本病理学会総務幹事であっ

た吉田富三教授に IAP 日本支部設立を要望されたことにさかのぼります。この吉田

教授ら 14 名の日本人病理学者との会合での議論はその後の IAP 組織形態の確立と発

展に大きな貢献をしました。それはこの時の議論が翌 1959 年の Boston での IAP 会

議で、IAP が現在のように各国の division 制をとり、各々が独自のプログラムと予算

をもつ組織になるという決定につながったからです（International Pathology 

Bulletin, 1961）。1961 年、日本は IAP に加入しました。当初、日本支部の会員数は

40 名でしたが、50 年後の 2011 年には 648 名と 15 倍以上になり、その後も増加中です。

この間、1961 年からの教育講演・教育シンポジウム、1967 年からのスライド・セミナー、

1989 年からの日韓合同スライドカンファレンス、2006 年からの日台合同スライドカ

ンファレンス、2000 年～ 2009 年の湘南国際村センター Surgical Pathology Update と、

日本支部の活動は着実に発展してきました。また、1966 年には第 6 回 International 

Congress が京都で、2000 年には第 23 回 International Congress が名古屋で開催され

ました。

このような文書記録として残る IAP 日本支部の発展、診断病理学教育を中心とし

た貢献は素晴らしいものです。しかし、これにも増して私が感じることは、50 年に

わたるその活動を通じての様々な国の病理医との触れあい、友情や国際理解など、多

くの会員の心に刻まれてきた記録にこそ何物にも替え難い価値があるということです。

この間の会員の皆様のご協力や歴代会長を始め役員の先生方などの献身的な努力に改

めて感謝と御礼を申し上げます。私自身の IAP 日本支部との関わりは、病理学教室

に入局した 1980 年、スライドセミナーで下里幸雄先生の「肺腫瘍」を受講させてい

IAP 日本支部会長就任にあたって
新会長　中谷行雄（千葉大学医学研究院　診断病理学）

新会長　中谷行雄
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ただいたのが始まりではないかと記憶しています。この時の

スライド撮影写真は今もコレクションに保存してあります。

以来、スライドセミナーは毎年のように受講し、幅広い病理

診断能力を身につけ、また向上させるために欠かせないもの

となってきました。また、日韓合同スライドカンファレンス

は 1997 年、慈恵医大での第 5 回が初参加でした。山邉博彦

先生に座長の労をとっていただき、EBV 陽性脾臓肉芽腫性病

変の出題をさせていただいたのが昨日のようになつかしく思

い出されます。以来、このカンファレンスも毎回参加させて

いただき、韓国の多くの先生方との親交を得ることができた

ことは得がたい財産となっています。

このように私自身が IAP 日本支部活動により多くの恩恵を

いただいて来たわけですが、はからずも新会長を務めさせて

頂くことになった今、今度は少しでも会員の皆様のお役に立

つように努めることが責務と感じています。特に、日本全体

が内向きな傾向にあると言われる昨今、若い病理医の先生方

に国際的な視野を持ち、そのための国際交流を経験していた

だくことは極めて重要と考えています。予算が許せば、何か

若い先生方の国際交流を応援するようなプログラムができな

いかと考えております。本号には日本を愛し、多くの日本人

病理医との親交も深かった、偉大な病理医、Robert E. Scully

先生（Professor of Pathology Massachusetts General Hospital, 

Harvard Medical School）の訃報という、悲しいお知らせも

掲載しなければなりませんでした。大変残念ではありました

が、このような情報も共有し、“血の通った”国際交流をし

ていくことも IAP 日本支部の大事な働きだと思います。今後

も、会員の皆様には皆で共有することが望ましい国際情報を

是非お寄せ下さいますよう、お願い致します。また、病理医

に求められる新しい知識や診断能力は急速に増大しています。

これらの点で IAP 日本支部が果たすべき役割は、情報発信か

ら様々なカンファレンスやセミナーの主催・共催に至るまで

幅広く、大きなものがあります。今年は 3 月 2 日～ 8 日、米

国 Baltimore 市で第 102 回 USCAP Annual Meeting が開催

されます。多数の教育セミナーや研究発表があり、診断病理

学を中心とした最新の情報を吸収し、また発信するのにまた

とない機会です。この学会は米国・カナダの病理医のみなら

ず、世界中の病理医が参加するため、まさに worldwide に診

断病理学を update できます。USCAP では多数の専門領域別

の companion meeting が行われますが、今年の International 

Society of Bone and Soft Tissue Pathology の companion 

meeting では会長の牛込新一郎先生が moderator を務められ、

IAP 日本支部理事の小田義直先生が演者のお一人です。期間

中の 5 日（火曜日）夜は恒例となった Japan Night が予定さ

れています。米国在住の日系病理医と日本人参加病理医が合

同でワインと軽食の立食で交流する楽しい一時です。昨年は

70 名も参加していただき、大盛況でした。今年も、多くの方々

の参加をお待ちしております。また、9 月 5 日～ 8 日、韓国

の釜山（Busan）で第 8 回 Asia-Pacific IAP Congress（APIAP）

が開催されます（http://www.apiap2013.org/）。「Pathology, 

Opening the Personalized Medicine」をメイン・テーマに、

韓国病理学会の先生方が熱心に準備を進められています。演

題抄録締め切り日は 4 月 15 日、early registration 締め切り

日は 6 月 5 日となっています。是非、日本からも大勢の参加

をお願い致します。続いて、11 月 21 ～ 22 日には病理学会秋

期特別総会が山梨大学の加藤良平教授（IAP 日本支部次期会

長）を会長として、富士山の美しい甲府市で開催される予定

で、例年と同じく、その翌日の土曜日（23 日）には IAP 日

本支部主催の教育シンポジウムとスライドセミナーがありま

す。毎年多数の参加をいただき、大変好評です。スライドセ

ミナーは日本支部会員の受講料優遇もありますので、病理学

会と共に、今年も是非、ご参加いただければ幸いです。そして、

今年最後の大きなイベントとして、12 月 6 ～ 7 日には大分大

学の横山繁生教授を会長として、第 13 回日韓合同スライド

カンファレンスが大分で予定されています。当初の準備が少

し遅れた中で、横山先生には快く世話人をお引き受けいただ

きましたこと、心より感謝申し上げます。これまで参加され

たことのない先生方にも是非大勢参加していただき、勉強し

ながら日韓病理医の友好の輪がさらに広がることを願ってい

ます。APIAP 終了後間もない時期ですので、韓国の先生方

のお疲れを癒やして頂きたく、温泉にでも一緒に浸かれたら

素晴らしいと思っています。

もとより、私の経験も能力も微々たるものですが、松原　

修前会長、加藤良平次期会長、牛込新一郎本部元会長、長村

義之本部副会長、石川雄一常任幹事、清水道生広報委員会委

員長、小田義直教育委員会委員長・理事、森谷卓也、黒田　誠、

岩下明徳、長尾俊孝各理事の方々、岩崎　宏会計監事、吉野

　正病理診断学術奨励賞選考委員会委員長、山邉博彦 Award

委員会委員長、根本則道広報委員、内藤善哉教育委員、各先

生方からのご指導・ご鞭撻を頂きながら、IAP 日本支部活動

がこれまで通りに楽しく明るく、益々発展できますよう努め

る所存でありますので、会員の皆様には何とぞ宜しくご支援

のほどをお願い申し上げます。

日時：平成 24 年 11 月 24 日（土）　9：00 － 17：30

場所：名古屋大学鶴舞キャンパス医学部基礎医学研究棟

第 58 回日本病理学会秋期特別総会に続く 11 月 24 日の土

曜日に、名古屋大学において、2012 年度の第 52 回病理学教

育セミナーが開催されました。開催にあたっては名古屋大学

医学部附属病院病理部の中村栄男教授、中黒匡人先生をはじ

めとして同教室の皆様に大変なご協力をいただき、感謝申し

2012 年度の
病理学教育セミナー開催される
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上げます。会場は前日まで行われていた会場とは異なったも

のの、JR 鶴舞駅から近く、アクセスがよかったこともあり、

特に受講者の混乱を招くことなく開催できました。

当日は天候もよく、多数の方々の参加がありました。午前

の教育シンポジウムでは、悪性リンパ腫ということもあり，

椅子を補充したものの、会場は満席となりました。午後のス

ライドセミナーでも、のべ 625 名の参加者となり、大盛況と

なりました。シンポジウムのモデレーター、演者、また、ス

ライドセミナーの講師の先生方にはご協力いただき深く感謝

申し上げます。

テーマ：悪性リンパ腫診断 update 2012　

モデレーター： 吉野　正（岡山大学大学院医歯学総合研究科

病理学）

　　　　　　　 中村　栄男（名古屋大学大学院医学系研究科

臓器病態診断学）

演　者：1.  松野　吉宏（北海道大学病院　病理部） 

低悪性度 B 細胞リンパ腫

　　　　2.  中村　直哉（東海大学医学部基盤診療系病理診断

学） 

高悪性度 B 細胞リンパ腫

　　　　3.  中村　栄男（名古屋大学大学院医学系研究科臓器

病態診断学） 

T および NK 細胞リンパ腫

　　　　4.  田丸　淳一（埼玉医科大学総合医療センター病理

部） 

ホジキンリンパ腫

　　　　5.  稲垣　宏（名古屋市立大学医学部臨床病態病理学）

リンパ腫の分子病態

また、今年度の病理診断学術奨励賞は、浅野直子先生（名

古屋大学医学部附属病院検査部）、大迫　智先生（がん研究

会　がん研究所　病理部）、前田大地先生（都立駒込病院病

理科）の 3 名の先生方に決定致しました。おめでとうござい

ました。

IAP 日本支部総会　12：00 － 13：00
今年で岩下先生、森谷先生のスライドセミナーが終了とな

りましたが、3 年間ありがとうございました。また、今回は

新規のコースが 2 つ（全先生、上田先生）あり、いずれも受

付早々より定員に達しました。

スライドセミナー 　13：15 － 17：30
1 時限目　13：15 － 15：15　＊新規コース　（以下、敬称略）

*A-1
肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全  陽（Institute of Liver Studies, King's College Hospital, UK）

B-1
皮膚色素性病変の病理診断
泉 美貴（東京医科大学医学教育学講座）

C-1
骨腫瘍の病理
小田 義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理学）

D-1
乳腺針生検の病理診断
森谷 卓也（川崎医科大学病理学 2）

2 時限目　15：30 － 17：30

*A-2
腎生検の病理
上田善彦（獨協医科大学越谷病院病理部）

B-2
前立腺癌 ―良悪性の鑑別を中心に―
鷹橋 浩幸（東京慈恵会医科大学病理学）

C-2
卵巣腫瘍の病理
安田 政実（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

D-2
大腸ポリープの病理診断
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

2012年病理学教育セミナー会場（名古屋大学）

2012年教育シンポジウム
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事前送付資料はすべてバーチャルスライド（DVD-R）とな

り、スライドセミナーの登録も1昨年よりIAP日本支部のホー

ムページ上で行われるようになり、よりスムーズな運営がで

きるようになりました。

2013 年度の IAP 日本支部教育セミナーは、2013 年 11 月

23 日の土曜日に山梨大学で開催の予定です。教育セミナーの

開催につき、ここ数年少しずつ改良を重ねてまいりましたが、

教育担当も交代となります。次回からは、九州大学の小田義

直先生が担当されます。お世話になりました皆様にこの場を

お借りして御礼申し上げますとともに、IAP 日本支部の更な

る充実を期待致します。 （文責：清水　道生）

常任幹事　カンファレンス世話人　石川雄一

第 4 回日本台湾合同スライドカンファレンスが、2012 年

10 月 26 日（金）、東京有明のがん研究所を会場に開催されま

した。台湾からは、IAP 台湾支部の容世明（JUNG SHIH-

MING）会長、郭承統（KUO TSENG-TONG）前会長を始め

33 名が来日され、日本側からは松原修会長、長村義之 IAP

本部副会長、橋本洋前会長、加藤良平常任幹事、中谷行雄、

黒田誠、小田義直、加藤洋、根本則道、恒吉正澄、本山悌一

の JDIAP 役員・前役員・委員をはじめ、がん研のスタッフ

22 人を含め 62 人が参加し、合わせて 100 人近くというこれ

までにない規模となりました。

発表は、台湾から 5 題、日本から 5 題の口頭による症例検

討が主たる部分ですが、今回のカンファレンスでは新しい試

みとしてポスター発表もあり、台湾から 7 題、日本から 5 題

出され、午後 6 時からワインやビールを片手に活発な議論が

行われました。オーラルの症例検討では解釈の分かれる難し

いものも多く、議論が白熱しましたが、総じて、台湾からの

発表は症例提示者、discussant 共に、前回同様、病理学的に

も英語力の点でも優れたものが多いという印象でした。カン

ファレンス終了後は、がん研に隣接する和食のレストラン（鉄

人の店である中村孝明）でレセプションが行われ、大変楽し

く盛り上がりました。台湾の人が日本酒好きなのにも驚かさ

れました（もっとも、〆張鶴という新潟の銘酒が、グルメの

台湾の先生方のお口に合ったのかも）。

翌 27 日は、皇居、浅草、スカイツリーめぐるエクスカーショ

ンがあり、夜はレディクリスタルに乗船してのディナーク

ルーズで最後を締めくくりました。この日はやや盛りだくさ

んで、朝 3 時に起きて筑地のマグロ卸売場を見学した郭承統

先生、松原先生、橋本先生がお疲れだったのはもちろん、筑

地見学なしでも少しハードだったかも知れません。世話人の

反省すべき点として残りましたが、全体としては多くの人た

ちに楽しんで頂けたようでした。台湾の病理の先生方は非常

に親日的で、がん研の元病院長である武藤徹一郎先生の父が、

台北帝大の病理学教授であり、自分はその教え子であること

などをとても懐かしそうに話しておられました。

第 4回日台合同
スライドカンファレンス報告

議論の白熱したポスター発表

皇居前での日本の参加者

会場であるがん研究所𠮷田富三記念講堂にて

2012年スライドセミナー
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このカンファレンス開催にあたり、開催にご尽力頂いた

IAP 台湾支部の先生方、興味深い症例を提示して頂いた出題

者の先生、discussant の先生、moderator の先生、および手

弁当で開催に協力して頂いたがん研病理のスタッフの方々に

深謝致します。

プログラム（2012. 10. 26 － 27　東京・有明）

The 4-th Taiwan-Japan Conjoint Slide Conference of IAP

（26-27th Oct. 2012, Yoshida Memorial Auditorium, The 

Cancer Institute, Japanese Foundation for Cancer Research, 

Ariake, Koto-ku, Tokyo）

15：00 － 15：05 Opening Ceremony: 

松原修 Osamu Matsubara / 容世明 Jung Shih-Ming

Oral session

15：05 － 15：20 Case 1 （T-1） 

60 years old. Male. Nasal cavity lesion

Moderator：新應台 Ying-Tai Jin 

Discussant：柴原純二 Junji Shibahara 

Presenter：宋湘琳 Hsiang-Lin Song

15：20 － 15：35 Case 2 （J-1） 

47 years old. Female. Dyspnea after intake of nutritional 

supplements

Moderator：藤井丈士 Takeshi Fujii

Discussant：巫政霖 Cheng-Lin Wu 

Presenter：守都敏晃 Toshiaki Morito

15：35 － 15：50 Case 3 （T-2） 

71 years old. Male. Right infra-auricular mass lesion

Moderator：郭承統 Tseng-Tong Kuo

Discussant：近藤哲夫 Tetsuo Kondo

Presenter：紀承霖 Chen-Lin Chi

15：50 － 16：05 Case 4 （J-2） 

51 years old. Female. Vaginal tumor （Soft tissue tumor）

Moderator：久岡正典 Masanori Hisaoka

Discussant：吳保樹 Pao-Shu Wu

Presenter：熊谷玲子 Reiko Kumagai

16：05 － 16：20 Case 5 （T-3） 

32 years old. Male. Nodular lesion of lung

Moderator：周徳盈 Teh-Ying Chou

Discussant：南優子 Yuko Minami

Presenter：高華璘 Hua-Lin Kao

16：20 － 16：40 Coffee Break （photo for all speakers）

16：40 － 16：55 Case 6 （J-3） 

72 years old. Male. Lung tumor

Moderator：野口雅之 Masayuki Noguchi

Discussant：陳泰廸 Tai-Di Chen

Presenter：田口健一 Kenichi Taguchi

16：55 － 17：10 Case 7 （T-4） 

62 years old. Male. HBV-positive, liver nodule and 

splenomegaly （autopsy）

Moderator：吳木榮 Mu-Zon Wu

Discussant：大田泰徳 Yasunori Ota

Presenter：張聖宗 Sheng-Tsung Chang

17：10 － 17：25 Case 8 （J-4） 

19 years old. Female. Breast mass lesion

Moderator：小田義直 Yoshinao Oda

Discussant：朱家瑩 Chia-Yin Chu

Presenter：宮居弘輔 Kosuke Miyai

17：25 － 17：40 Case 9 （T-5） 

67 years old. Male. Submucosal tumor of stomach

Moderator：黄玄贏 Hsuan-Ying Huang

Discussant：高澤豊 Yutaka Takazawa

Presenter：李健逢 Chien-Feng Li

17：40 － 17：55 Case 10 （J-5） 

74 years old. Male. Pancreatic tumor with peritoneal lesion

Moderator：元井紀子 Noriko Motoi

Discussant：杭仁 Jen-Fan Hang

Presenter：杉浦善弥 Yoshiya Sugiura

Poster session

Moderator：米盛葉子 Yoko Yonemori

T-1： Ocular Sparganosis 

游偉 Wei-Wen Yu

T-2： Lung adenocarcinoma metastasizing into renal 

angiomyolipoma: 

A case report with immunohistochemical and 

molecular analysis. 

吳保樹 Pao-Shu Wu

T-3： Fatal pulmonary hypertension due to pulmonary 

venous occlusive disease following renal transplantation- 

がん研究会の名誉総裁である常陸宮正仁親王殿下とのスナップ
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an autopsy case report. 

許永祥 Yung-Hsiang Hsu

Moderator：藤ヶ崎純子 Junko Fujigasaki

T-4： Appendiceal diverticular disease ? Analysis of 10 

cases 

楊曉白 Hsiao-Bai Yang

T-5： 3-D imaging of human colorectal tissues with optical 

clearing: Spatial analysis of the tumor vasculature 

through transparent specimens. 

潘憲棠 Shien-Tung Pan

Moderator：井下尚子 Naoko Inoshita

T-6： Primary pure squamous cell carcinoma of the breast: 

A case report 

鄭瑞雄 Swei-H. Tsung

T-7： Ultrastructural features of nodal asbestos fibers in 

Taiwan 

吳木榮 Mu-Zon Wu

Moderator：張良慈 Liang-Che Chang

J-1： A case of Alport syndrome with diffuse leiomyomatosis 

田崎貴嗣 Takashi Tasaki

J-2： A case report of autopsy 

李治平 Chih-Ping Li

J-3： Interobserver agreement in the nuclear grading of 

primary pulmonary adenocarcinoma 

中里宜正 Yosimasa Nakasato

Moderator：許永祥 Yung-Hsiang Hsu

J-4： A Case of Allergic Bronchopulmonary Mycosis 

（ABPM） caused by Schizophyllum commune 

高橋葉子 Y. Takahashi

J-5： Molecular detection of micrometastasis in sentinel 

lymph nodes using One-Step Nucleic acid Amplification 

assay for breast cancer patients-Comparison with 

routine pathological examination. 

大迫智 Tomo Osako

病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して送られる賞

であり、2012 年は 3 名の応募がありました。選考委員会にて

以下の 3 名（50 音順）が選出されました。浅野直子先生（名

古屋大学医学部附属病院検査部）、大迫　智先生（がん研究

会　がん研究所　病理部）、前田大地先生（都立駒込病院病

理科）。本賞の授賞式は IAP 日本支部主催の教育シンポジウ

ム（2012 年 11 月 24 日於名古屋大学）中に行われました。

Robert E. Scully, M.D. - Obituary
Robert H. Young, M.D.

Robert E. Scully Professor of Pathology 

Massachusetts General Hospital, Harvard Medical School

Robert E. Scully, MD, Emeritus Professor of Pathology at 

Harvard Med ica l  Schoo l  and patho log i s t  a t  the 

Massachusetts General Hospital（MGH）for over 50 years, 

passed away on October 30, 2012 at the age of 91 years. Dr. 

Scully was one of the foremost diagnostic pathologists and 

the leading gynecologic pathologist of the last half century.

It is highly appropriate that these words concerning Dr. 

Scully's death are communicated to members of the 

Japanese pathology community, given Dr. Scully's great 

fondness for the country of Japan and its people. He had 

many close friends in Japan, and this writer is well aware of 

how much he enjoyed his many trips to Japan over the 

years. His affection for Japan dated to 1952, when he was 

stationed as a member of the United States armed services 

at the 406th Medical General Laboratory in Tokyo, at the 

time the central laboratory for the Far East command of 

the United States. Dr. Scully and his great friend Dr. Austin 

L. Vickery, Jr., who was also in the service with him, 

participated in meetings, usually slide seminars, with 

Japanese pathologists several times a year. Among those 

with whom Dr. Scully developed friendships at that time 

were Dr. Tadashi Takeuchi, Dr. Yasuko Egashira, Dr. Eisei 

Ishikawa, and Dr. Nobuo Sasano. Dr. Scully was one of the 

founding members of the Japanese-American Society of 

Pathologists. In latter years, Dr. Scully frequently spoke at 

the successful course on gynecologic pathology organized 

by Professor Shingo Fujii. 

Dr. Scully, a native of Massachusetts, graduated from the 

College of the Holy Cross in Worcester, Massachusetts in 

1941 and from Harvard Medical School in 1944. He trained 

in pathology primarily at the then Peter Bent Brigham 

Hospital. In 1950, Dr. Tracy B. Mallory, Chief of Pathology 

at the MGH, recruited him to join his faculty. 

Upon his return to the United States in 1954, Dr. Scully 

resumed his work at the Massachusetts General Hospital. 

2012 年 IAP日本支部
病理診断学術奨励賞の受賞について

Robert E. Scully 先生を悼む
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He had a close association with the eminent gynecologic 

surgeon Dr. Joseph Meigs. He was relatively quickly asked 

by an associate of Dr. Meigs, Dr. Jack Morris, to help him 

with a book, "Endocrine Pathology of the Ovary,"  he was 

working on, and it was published in 1958. That book played 

a significant role in Dr. Scully's receiving cases for a second 

opinion, and they increased greatly over the years, and from 

about 1970 onwards represented a daily influx of five to 

fifteen or even more cases, which took a lot of his time. 

Fortunately, he was a remarkably hard worker, coming to 

the office seven days a week, and despite the heavy load of 

referral cases and hospital cases, he never seemed to find 

the workload too onerous, in part because of his great love 

of pathology and relish for the interesting cases that 

arrived. These represented a treasure trove for Dr. Scully 

to share with visitors, and of course they were utilized by 

him and many of his junior colleagues for the great number 

of original contributions Dr. Scully made to the literature. 

Dr. Scully published over 320 original papers; within that 

body of work are descriptions of many new entities, 

including juvenile granulosa cell tumor, sclerosing stromal 

tumor, small cell carcinoma of hypercalcemic type, and 

müllerian adenosarcoma. He also wrote two Armed Forces 

Institute of Pathology fascicles on the ovary.  For three 

decades in the middle to later years of his career when he 

was busy with routine work, a heavy load of consultation 

cases, and writing many original papers, Dr. Scully also was 

initially associate editor and then for 27 years editor of the 

Case Records of the MGH. Dr. Scully nonetheless was a man 

of wide interests, following sports, particularly his beloved 

Boston Red Sox, with an interest in politics and the arts. 

Although remembered primarily for his contributions to 

gynecologic pathology, Dr. Scully was a classically trained 

general anatomic pathologist with considerable experience 

with autopsy pathology and all areas of surgical pathology. 

He was a well known authority on testicular pathology. 

Anyone who looked at cases with Dr. Scully quickly became 

aware they were sitting with one of the great practitioners 

of surgical pathology. His eye was legendary not only 

because of the speed with which he would make difficult 

diagnoses, but because of his great attention to detail and 

preparedness, if necessary, to study a very difficult case for 

a long time. 

Dr. Scully played a major role in the 1960s in formulating 

the first World Health Organization（WHO）classification 

of ovarian tumors with other luminous figures of that era. 

This classification was ultimately published in 1973, and was 

a great improvement over previous classifications. Dr. 

Scully remained active in WHO activities over the next 

several decades and was largely responsible for the next 

classification of ovarian tumors, and indeed female genital 

tract tumors overall. He was also a member of the WHO 

group that classified testicular tumors in the 1960s.

Dr. Scully will be remembered by all who worked with 

him for his remarkable personal qualities. He was gentle 

and never expressed anger, although he must have felt 

exasperation on occasion, as few if any could match his 

standards. He was loved by all who became close to him, 

and many pathologists from throughout the world had 

remarkable affection for him.

Dr. Scully received many awards, including the Fred W. 

Stewart Award of Memorial Sloan Kettering Cancer Center 

in New York and Honorary Fellowship in the Royal College 

of Pathologists. In May 2012, he was the first pathologist to 

receive the Li fet ime Achievement Award of  the 

Massachusetts Medical Society. A named Professorship of 

Pathology in his honor was instituted at Harvard Medical 

School in the mid-1990s. Dr. Scully, along with the great 

German pathologist Dr. Robert Meyer, will be considered by 

many to stand above all others in the field of gynecologic 

pathology. 

千葉大学大学院医学研究院 病態病理学

清川貴子

1995 年の夏から 1996 年の年末まで、私は Scully 先生のも

とで勉強する機会を得ました。Scully 先生がどれほど偉大な

病理医であったかは述べるまでもありませんが、私にとって

は、敬愛する師であるだけでなく、病理医を目指すきっかけ

となった特別な存在です。仕事には厳しく、しかしその人柄

は穏やかでユーモアあふれ、一緒にいる者を楽しくする才能

の持ち主でした。留学中はよくお食事にも誘っていただきま

したが、お酒好きで健啖家でした。食前にはマティーニを 2

杯ほど、食事中にはワインを 2 杯か 3 杯、そして食後酒と続

くのが決まりで、食後酒がくると、ご自分のグラスからスプー

ンで１杯掬い、“これを飲まないと良い婦人科病理医にはな

れないよ”といって私にわけて下さるのが常でした。
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Scully 先生は、知日家かつ親日家でもありました。朝鮮戦

争の頃に陸軍の軍医として日本に駐在した経験がおありで、

当時の日本の社会や習慣、疾病や医療についても詳しく、懐

かしそうに話されていました。日本の病理医や婦人科医との

親交も広く、すでに鬼籍に入られた諸先生方の思い出をうか

がったこともあります。10 年ほど前までは何度か来日され、

その明快な講演を記憶している方も少なくないと思います。 

和食好きで、日本語も少しご存じで、ローマ字を混じえて手

書きしたカードを送って下さることもありました。

数限りない Scully 先生の教えの中で、特に強く私の心に刻

まれていることがあります。それは、 “病理診断において最も

大事なことは、病変を何とよぶかではなく、どのような病態

で、次にどのような対応が必要なのかを主治医に伝えること”

という姿勢と、“病理診断があってこそ適切な医療が行われ

る”という信念と誇りをもって仕事に臨むということです。

Scully 先生にもうお目にかかれないかと思うと寂しい限り

ですが、その御恩に感謝し、心から御冥福をお祈りいたします。

日　時：2012 年 11 月 22 日（木）12 時 00 分～ 13 時 00 分

場　所： ウインクあいち　9 階 907 会議室 

（名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38，tel：052-571-6131）

出席者： 松原、橋本、中谷、長村、清水、吉野、岩下、黒田、

石川、岩崎、諸星、根本、加藤（洋）、加藤（良）、

河野（事務局） 

欠席者： 牛込、森谷、小田、白石、内藤、山邉

日時：2012 年 11 月 24 日（土） 11 時 45 分～ 12 時 45 分 

場所： 名古屋大学・鶴舞キャンパス　医学部基礎医学研究棟

4 階 

（〒 466-8550　愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65 番地）

出席予定者 104 名　 欠席委任状　222 名（会員 671 名中）

＊理事会および総会について議題は以下の通り

【議　　題】
報告事項：
　1.　 IAP 日本支部設立 50 周年記念事業 

記念誌発行について

　2.　 庶務報告

　・2012 年度総会について 

　・会員関係 （新入会員および会費納入状況について）

　3.　2012 年度 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞について

　4.　 101st USCAP（2012 年 3 月 17 日－ 23 日 , Vancouver, 

Canada）Japan Night　

　5.　 第 7 回 APSMI（2012 年 5 月 23 日 － 25 日 , Murcure 

Resort Sanur- Bali, Indonesia）

　6.　 第 29 回 International Congress of IAP（2012 年 9 月

30 日－ 10 月 5 日 Cape Town, SA）

　7.　 第 4 回日台合同スライドカンファレンス 

（2012 年 10 月 26 日－ 27 日、がん研究会がん研究所）

　8.　 2013 年開催予定国際会議・学術集会

　・ 102nd USCAP（2013 年 3 月 2 日 － 8 日 Baltimore 

Convention Center, Baltimore, MD）

　・ 第 13 回日韓合同スライドカンファレンス（開催地：

日本・会期、場所未定）

　・ 第 8 回 APSMI（2013 年 7 月 10 日－ 12 日、バンコク・

タイ）

　・ 第 8 回 Asia Pacific IAP Congress（2013 年 9 月 5 日

8 日 , Busan, Korea）

　・ 2013 年 IAP 病理学教育セミナー（2013 年 11 月 23 日

（土）　山梨大学）

　9.　2012 年 News Bulletin

　10.　その他

審議事項：
　1.　次年度からの理事・役員体制について

　・理事選挙結果報告

　・役員体制（2013 － 2015 年）

　2.　会計報告および予算案　

　1） 2011 年収支決算報告　2） 2012 年収支経過報告

　3） 2013 年収支予算案　

　3.　 2012 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー （2012 年 11

月 24 日（土）、名古屋大学）　 

　・教育シンポジウム

2012 年 IAP日本支部第 3回理事会

第 52 回 国際病理アカデミー（IAP）
日本支部総会

Robert E. Scully先生
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　・スライドセミナー

　4.　 第 13 回日韓合同スライドカンファレンス世話人のこと

　5.　 2013 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（2013 年 11

月 23 日（土）、山梨大学）

　6.　その他

IAP日本支部2013年度理事・役員
会長 中谷　行雄
  千葉大学大学院医学研究院診断病理学
前会長 松原　修
 防衛医科大学校　病態病理学
次期会長 加藤　良平
 山梨大学医学部人体病理学
常任幹事 石川　雄一
  （公財）がん研究会がん研究所病理部
広報担当 清水　道生
  埼玉医科大学国際医療センター病理診断科
教育担当 小田　義直
  九州大学大学院医学研究院形態機能病理
理事 小田　義直
  九州大学大学院医学研究院形態機能病理
理事 森谷　卓也
 川崎医科大学　病理学 2
理事 黒田　誠
  藤田保健衛生大学医学部病理診断科
理事 石川　雄一
  （公財）がん研究会がん研究所病理部
理事 岩下　明徳
 福岡大学筑紫病院病理部
理事 長尾　俊孝
  東京医科大学 

人体病理学講座
会計監事 岩崎　宏
  福岡大学医学部 

病理学

IAP本部
元会長 牛込　新一郎
副会長 長村　義之
  国際医療福祉大学教授・病理診断センター

長　三田病院

IAP日本支部広報委員会
委員長 清水　道生
  埼玉医科大学国際医療センター病理診断科
副委員長 森谷　卓也
 川崎医科大学　病理学 2
委員 加藤　良平
 山梨大学医学部人体病理学

委員 根本　則道
 日本大学医学部　病理学

IAP日本支部教育委員会
委員長 小田　義直
  九州大学大学院医学研究院形態機能病理
副委員長 黒田　誠
  藤田保健衛生大学医学部病理診断科
委員 長尾　俊孝
 東京医科大学人体病理学
委員 内藤　善哉
  日本医科大学病理学講座（統御機構・腫瘍

学）

IAP日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会
委員長 吉野　正
  岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学

（腫瘍病理 / 第二病理）
副委員長 清水　道生
  埼玉医科大学国際医療センター病理診断科
委員 岩下　明徳
 福岡大学筑紫病院病理部
委員 森谷　卓也
 川崎医科大学　病理学 2
委員 小田　義直
  九州大学大学院医学研究院形態機能病理
外部委員 （日本病理学会から 1 名）
 （日本臨床細胞学会から 1 名）

IAP日本支部・Award（賞）委員会（学術奨励賞以外）
特別顧問 山邊　博彦
  日本赤十字社和歌山医療センター病理部
委員長 長村　義之
  国際医療福祉大学教授・病理診断センター

長　三田病院
副委員長 加藤　洋
  獨協医科大学日光医療センター
委員 牛込　新一郎
委員 諸星　利男
  昭和大学医学部　病理学講座病理学部門
委員 松原　修
 防衛医科大学校　病態病理学

IAP日本支部理事指名委員会
委員長 松原　修
 防衛医科大学校　病態病理学
副委員長 橋本　洋
  株式会社　臨床病態医学研究所
委員 岩崎　宏
 福岡大学医学部病理学
委員 吉野　正
  岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学

（腫瘍病理 / 第二病理）
委員 白石　泰三

IAP 日本支部新理事・役員一覧

新理事（長尾）
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  三重大学医学研究科腫瘍病態解明学講座

IAP日本支部事務局
 石川　雄一
 （公財）　がん研究会がん研究所病理部

USCAP 2013 Annual Meeting
会期：2013 年 3 月 2 日－ 8 日

場所：Baltimore Convention Center, Baltimore, MD

＊詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.uscap.org/home.htm

USCAP Baltimore Japan Night は 3 月 5 日（火曜日）の夕

方を予定しています。

IAP 日本支部会員の方々は是非ご参加ください。

第 8回Asia-Pacific IAP Congress（APIAP）
会期：2013 年 9 月 5 日－ 8 日

場所：韓国、釜山（Korea, Busan）

＊参加登録など、詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.apiap2013.org/

2012 年 病理学教育セミナー
（教育シンポジウム、スライドセミナー）

会期：2013 年 11 月 23 日（土曜日）

場所：山梨大学

第 13 回日韓合同スライドカンファレンス
会期：2013 年 12 月 6 日－ 7 日

場所： 別府国際コンベンションセンター /B-Con Plaza（会長：

大分大学医学部診断病理学講座・横山繁生教授）

これまで、IAP 日本支部の理事として、会の発展のために

物心ともにご支援、ご協力いただいた吉野　正先生に心から

お礼申し上げます。ありがとうございました。吉野先生には

今後も病理診断学術奨励賞選考委員長としてご協力いただく

ことになります。どうかよろしくお願い致します。

　IAP 設立 50 周年記念誌で、お名前の誤字など訂正の必要

な箇所がいくつか見つかっています。関係の先生方には深く

お詫び申し上げます。会員の皆様には記念誌をお読みいただ

いて、誤字などお気づきの点がありましたら、お手数ですが

是非事務局にお知らせ下さい。次号の Bulletin でまとめて、

お詫びかたがた、訂正文を掲載させていただきます。また、

記念誌 S1 の 1958 年に撮影された写真について、日本人 14

名のお名前は太田先生が記されているのですが（p 18、「IAP

日本支部発足の背景」）、一部お顔とお名前の対応がついてい

ません。どなたでも、これに関する情報がございましたら、

是非事務局にお知らせ下さい。

　メールアドレス、所属先等、登録内容に変更がございまし

たら下記事務局アドレスまでお知らせください。

〒 135-8550 東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所病理部

石川雄一 / 高野有紀

Tel：03-3570-0559/Fax：03-3570-0558

E-mail：jdiap@jfcr.or.jp
rqrqrqrqrqrqrq

2013 年 News Bulletin No.1 をお届けします。この号は、

2012 年の No.4 との合併号となります。昨年末にようやく

IAP 設立 50 周年記念誌を発刊することができましたが、記念

誌に記載した記録にはこの News Bulletin が大きな役割を果

たしました。この点を重視して、今後も種々の情報をお伝え

させていただくとともに、IAP が関与した行事、業績を記録

として若い世代に残すという役割を担っていきたいと考えて

います。本年も News Bulletin をよろしくお願い申し上げま

す。事務局はこれまでご苦労された山梨大学の加藤良平先生、

近藤哲夫先生、河野嘉代子さんから、がん研究会がん研究所

の石川雄一先生、高野有紀さんへと担当がかわりました。また、

この News Bulletin は新設された広報委員会が担当すること

になりました。不慣れなために会員の皆様にはご迷惑をおか

けするかもしれませんが、何卒、温かい目で見守って頂き、

これまで同様にご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

Upcoming Meeting

謝辞：理事ご苦労様でした。

事務局より

あとがき

Baltimore
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